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相生中ハーフコートマンツーマン、芳賀中１－２－１－１ゾーンプレスでスタート。両チ

ームとも激しいディフェンスから、お互い得点を許さず、開始４分で３－２。その後も両チ

ームとも一歩も譲らず、一進一退の攻防が続く。芳賀は④横山のポストアップから１対１を

中心に得点をするのに対して相生は④蛭沼の連続３ポイントなどで応戦し、第１ピリオド１

８対１５で相生リード。

第２ピリオドに入っても両チーム共にディフェンスの手を緩めない。相生はマンツーマン

ディフェンスで激しくプレッシャーをかけるのに対して、芳賀は３－２ゾーンで応戦する。

相生は、⑤高田のドライブなどから得点するのに対して、芳賀は⑤角田の３ポイント、⑧難

波のミドルシュートで応戦する。第２ピリオド３４対３０で終了。

第３ピリオドに入ると、相生⑥吉田が爆発する。連続シュートに加えて、バスケットカウ

ントを連発。このピリオドだけで、１２得点の活躍を見せる。芳賀は、④のドライブ、バス

ケットカウントなどで応戦するが、次第に点差は開き５３対４６で終了。

運命を賭けた第４ピリオド、両チームとも④の３ポイントでスタート。芳賀はじりじりと

追い上げを見せ、残り５分で５６対５３と３点差まで詰め寄る。相生は、⑥のドライブから

⑩川合のあわせで連続得点。また、オールコートのプレスで５秒バイオレーションを奪う。

一進一退の攻防が続くなか、両チームともディフェンスの手を緩めず、芳賀が２４秒バイオ

レーションをとるも、相生もすぐさま２４秒で奪い返す。そして残り１分を切ったところで

相生④がバスケットカウント、勝利を決定づける速攻を決める。最終的に相生が６４対６０

で接戦を制し、関東大会出場権および決勝進出を決めた。


